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令和７年度 授業改善推進プラン 第１学年                                        小平市立上宿小学校 

各教科 児童の実態 課題（児童に身に付けさせたい力） 改善案（具体的な手立て） 評価の方法 

国語科 

姿勢や鉛筆の持ち方を意識しながら、興

味をもって文字を丁寧に書こうとしてい

る。楽しみながら音読にすすんで取り組

んでいる。 

①「は」「を」「へ」や拗音・促音を正し

く使うこと。 

②正確に音読すること。 

③時間的な順序や事柄の順序から内容の

大体を捉えること。 

④語彙が増え、豊かな表現をすること。 

⑤ひらがなを正しく読み書きすること。 

①書こうとする意欲を大切にしながら、たくさん文を書

く時間を設け、文字を正しく使えるようにする。 

②音読の時間を十分に確保する。 

③文章や絵を手掛かりに内容の大体を捉えるようにす

る。 

④言葉集めや言葉遊びを繰り返し行い、語彙を増やす。 

⑤ひらがなを正しく読み書きできるように、言葉集めを

したことをノートに書く機会を増やす。 

音読発表会やノート記述の様子で評価

する。 

評価テストを活用して、学習内容の定

着を確認する。 

算数科 

基礎コースでは、学習内容を確実に習熟

できるよう、教科書の例題に取り組んで

いる。発展コースでは、自分の考えをも

ち、表現できるよう取り組んでいる。 

①文章題を読み、演算決定し、正しく立

式すること。 

②正しく計算できること。 

①問題場面を表す言葉に着目させ、イラストや具体物を

使って、視覚的に児童に問題を正しく理解できるよう

にすることで、演算決定を判断しやすくする。 

②習熟の時間を確保する。 

発表や活動の様子で評価する。 

評価テストを活用して、学習内容の定

着を確認する。 

生活科 

課題に対し、自分自身の体験と結び付け

て気付いたことを絵や言葉で表現しよう

としている。 

①課題に対して疑問をもって、主体的に

解決しようとすること。 

①児童が主体的に学習を進められるよう、学校の中庭に

ある植物を教材にするなど身近な題材を取り入れる。

多様な学習活動を通して、気付きの質を高めることが

できるようにする。 

活動の様子、記録カードへの表現（絵

や文）などを通して評価する。 

音楽科 

意欲的に音楽活動に、取り組んでいる。

楽曲に合わせて拍を打つ活動では、友達

と楽しみながら活動している。 

①友達と音や声を合わせて、協働して音

楽に親しむこと。 

②友達の歌唱や器楽に触れ、自分や友達

の良さに気付くこと。 

①友達と音や声を合わせる歌唱やリズム遊びの常時活動

を取り入れ、協働して活動する楽しさを感じられるよ

うにする。 

②歌唱や器楽の活動では、聴き合ったり、一緒に演奏し

たりするペアやグループの学習形態を工夫する。 

活動の様子、発言内容、演奏発表など

を通して評価する。  

図画工作科 

作ること描くことに意欲と関心をもち楽

しく取り組んでいる。自分や友達の作品

のよさを感じ取り、味わっている。 

①感じたことや想像したことから、した

いことを見付けて表すこと。 

②材料や用具の基本的な扱いを身に付け

ること。 

①児童がやってみたいと思える導入の工夫をする。 

②材料や用具の正しい使い方や特徴についてスモールス

テップで丁寧に指導する。繰り返し基本を確かめる。

学習補助員を活用して個別指導の充実を図る。 

活動の様子・発言・作品などを通して

評価する。 

体育科 

遊具などを使い、基本的な運動が身に付

いてきている。かけっこ・表現リズム遊

び等、意欲的に活動している。 

①基礎的・基本的な運動技能を身に付け

ること。 

②運動に親しみ、運動習慣を身に付ける

こと。 

①授業の流れを決めて、見通しをもたせ、単元や本時で

身に付ける運動技能を確認する。 

②いろいろな運動に触れさせ、授業だけでなく休み時間

や放課後の遊びにつながるようにし、体を動かす習慣

を身に付けさせ、体力を向上できるようにする。 

活動の様子や児童の自己評価、学習カ

ードの内容などを通して評価する。 

道徳科 

登場人物の気持ちに共感することで、道

徳的心情・態度を養っている。 

①内容項目の理解を通して、人間理解、

他者理解をできるようにすること。 

②自己の生き方について考えることがで

きるようにすること。 

①内容項目の意義及びその大切さの理解を基に、物事を

多面的･多角的に考えることができるようにする。 

②学級全体での「考え・議論する道徳となるよう」話合

い活動の充実を図る。自己の生き方の課題を見付け、

解決しようとする思いや願いを深める 

自分の考えやその変容などを、ワーク

シートの記述や発表の内容などを通し

て評価する。 

 
  



令和７年度 授業改善推進プラン 第２学年                                        小平市立上宿小学校 
各教科 児童の実態 課題（児童に身に付けさせたい力） 改善案（具体的な手立て） 評価の方法 

国語科 

音読、読書、漢字練習に意欲的に取り組

んでいる。登場人物の気持ちを考えて読

むことや、考えたことを表現することを

意識しながら取り組んでいる。 

① 文章を正しく音読したり、時間的な順

序や事柄の順序から内容の大体を捉え

たりすること。  

② 経験したことや想像したことから書く

内容を決め、事柄の順序や大事なこと

を集め、正しく分かりやすく書くこ

と。 

③ 正しく漢字を書いたり読んだりすること。 

① 時間的な順序や、事柄の順序が分かる言葉に着目し

て読み進めることができるようにする。 

② 題材を決め、必要な事柄を集め、簡単な組み立てを

考えながらマス目の用紙に文章を書く学習過程を設

定する。 

③ 筆順や読みを確かめ漢字ドリル・ドリルノートに取

り組み、小テストを行う。間違った漢字は必ず直す

時間を設定する。学習者用端末も活用する。 

発表内容やノートの記述、ワークシー

ト、作文などを通して評価する。 

評価テストを活用して、学習内容の定着

を確認する。 

算数科 

基礎コースでは、学習内容を確実に習熟

できるよう、教科書の例題に取り組んで

いる。発展コースでは、自分の考えをも

ち、交流の場で自己の考えを発信できる

よう取り組んでいる。 

①文章題を正しく読み、演算決定し、正

確に立式すること。 

②時計を読んだり、時刻、時間を計算で

求めたりすること。 

③長さやかさの量感をつかむこと。単位

関係を整理し、適切な単位の選択がで

きること。 

①文章題の大切な部分に印を付けたり、学習者用端末

を活用して図に表し、場面を整理したりしながら立

式するように指導する。 

②時計を読んだり、時間を考えたりする際に大切なこ

とを押さえると共に時刻や時間に触れる算数的活動

を充実する。 

③長さやかさを計測する算数的活動を取り入れる。 

単元ごとに、ノートの内容や発言などを

通して評価する。 

評価テストを活用して、学習内容の定着

度を確認する。 

生活科 

自分たちが「したい！」「やってみた

い！」「もっとしりたい！」と感じたこ

とに興味をもって調べたり考えたりして

いる。観察したことを言葉や絵で表現し

ようとしている。 

① 主体的に課題に取り組み、気付きを広

げていくこと。 

② 気付いたことを記録カードなどへ整理

してまとめること。 

① 児童の活動意欲を大切にし、気付きの質を高められ

るように課題の設定を工夫し、見通しをもって活動

できるようにする。 

② 記録カードなどへの記録は、学習者用端末を活用し

たり、他教科との関連を図ったりしていく。 

観察の仕方や活動の様子、記録カードへ

の表現（絵や文）などを通して評価す

る。 

音楽科 

意欲的に音楽活動に取り組んでいる。リ

ズムに合わせて体を動かす活動で、楽し

んでいる。 

①友達と音や声を合わせて、協働して音

楽に親しむこと。 

②友達の歌唱や器楽に触れ、自分や友達

の良さに気付くこと。 

①友達と音や声を合わせる歌唱やリズム遊びの常時活

動を取り入れ、協働して活動する楽しさを感じられ

るようにする。 

②歌唱や器楽の活動では、聴き合ったり、一緒に演奏

したりするペアやグループの学習形態を工夫する。 

活動の様子、発言内容、ワークシート、

発表などを通して評価する。  

図画工作科 

友達と関わり合いながら楽しく興味・関

心をもって造形活動に取り組んでいる。 

①感じたことや想像したことから、表し

たいことを見付けて表すこと。 

②材料や用具の基本的な扱いを身に付け 

ること。  

①授業の導入や活動の途中で、互いの考えを共有した

り、制作過程の作品を鑑賞したりする時間をつくる。 

②材料や用具の正しい使い方や特徴についてスモール

ステップで丁寧に指導する。繰り返し基本を確かめ

る。学習補助員を活用して個別指導の充実を図る。 

活動の様子・発言・作品などを通して評

価する。 

体育科 
関心・意欲をもち、自ら活動に取り組ん

でいる。かけっこ・表現リズム遊び等、

意欲的に活動している。 

① きまりを守って、仲良く運動するこ

と。 

② 運動の日常化につながるような指導を

すること。 

① ルールを守って運動することの意義を指導し、全員

が楽しく安全に運動できる環境を整える。 

② 固定施設や器具を使った運動遊びに親しむように活

動を工夫する。 

活動の様子や発言、児童の自己評価、学

習カードの内容などを通して評価する。 

道徳科 

登場人物の気持ちに共感することを通し

て、道徳的心情・態度を養っている。 

①内容項目の理解を通して、人間理解、

他者理解をできるようにすること。 

②自己の生き方について考えることがで

きるようにすること。 

①内容項目の意義及びその大切さの理解を基に、物事

を多面的･多角的に考えることができるようにする。 

②学級全体での「考え・議論する道徳となるよう」話

合い活動の充実を図る。自己の生き方の課題を見付

け、解決しようとする思いや願いを深める。 

自分の考えやその変容などを、ワークシ

ートの記述や発表の内容などを通して評

価する。 

 

  



令和７年度 授業改善推進プラン 第３学年                                        小平市立上宿小学校 

各教科 児童の実態 課題（児童に身に付けさせたい力） 改善案（具体的な手立て） 評価の方法 

国語科 

音読、読書に意欲的に取り組むことがで

きている。漢字の学習においては正しい

筆順や正確な書き取りに抵抗を感じてい

る。順序や内容の中心を意識して読むこ

とや、相手に伝わるように工夫して書く

ことを意識しながら取り組んでいる。 

「書く」機会が少なくなっていることで、

既習の漢字の書き取りに課題がある。音

読の際の、読み飛ばしや読み間違い・読

み替えも多い。 

① 相手に伝わるように、理由や事例を挙

げながら話すことや必要なことを記録

したり質問したりしながら聞くこと。 

② 目的を意識して、書く内容の中心を明

確にして構成を考え簡潔に文章に表す

こと。 

③ 漢字と仮名を用いた表記、送り仮名の

付け方を理解して文や文章の中で使う

こと。漢字の筆順を意識して書くこと。 

④ 正しく文章を読むこと。 

① 理由や事例を意識しながら話す場や、話の中心に気

を付けて聞きながら自分の考えをまとめる場を設定

する。 

② 目的を意識できるように身近なものや他教科と関連

付けながら内容を設定する。メモを活用しながら、文

章の構成を考えることができるようにする。 

③ 学習した漢字を文や文章の中で使う機会を設定す

る。漢字の筆順や読みを必ず確認する。 

④ 授業の中で音読する際、正しく読むためのポイント

を示す。 

毎時間ねらいに沿った評価を設定し、発

表内容や授業の様子やノート記述等から

評価する。 

評価テストを活用して、学習内容の定着

を確認する。 

漢字の小テストを活用して、定着を確認

する。 

社会科 

自分たちの住んでいる町について調べた

り、比較して気付いたことをまとめたり

することに意欲的である。 

市内の施設に興味をもっているが、市の

東側に行ったことのない児童も多く、理

解が不十分である。 

① 地域社会の様子や特色に気付き、事象

と事象を関連付けること。 

② 地図等の資料を読み取ること。 

① 作業的・体験的な学習を積極的に取り入れ、実感をも

ちながら学習できるようにする。（社会科見学・新聞

作り・学習者用端末の活用など）また、気付いたこと

について学級全体で話し合う活動を積極的に取り入

れる。 

② 方位の理解や地図の読み方等の確認する時間を繰り

返し設定する。 

発表やノート、新聞などの記述等から気

付きや分かったこと、まとめ方を評価す

る。 

評価テストを活用して、学習内容の定着

を確認する。 

算数科 

基礎コースでは、学習内容を確実に習熟

できるよう、教科書の例題類題に取り組

んでいる。発展コースでは、より多くの

練習問題を解き、習熟を図るとともに、

自分の考えの発信にも重きを置き、表現

することにも意欲的に取り組んでいる。 

補充コースでは、前学年までの学習内容

の理解が不十分な場合もある。 

①基礎の定着。簡単な絵や図、式に表し

て、自力解決すること。他者に自分の

解決方法を説明すること。 

②時間の適切な単位を用いて、時刻や時 

間を求めること。 

③水のかさや長さの単位関係を整理し、

適切な単位の選択ができること。 

④たし算やひき算、かけ算の計算をする

こと。 

①基礎的なことを繰り返し指導する。絵や線分図に表し

て考える方法（手だて）を具体的に例示し、指導する。

解決の見通しを共有させ、習得した手だてを活用する

ことができるようにするようにする。 

②デジタル上の時計や数直線を使って考えることがで

きるようにする。 
③身の回りの物と関連付けながら、測定する活動を積極

的に取り入れる。 
④デジタルドリルを活用して計算の習熟を図る。 

活用した手だてや答えを導き出すまでの

一人一人の考え、用語や用具の使い方を、

ノート記述や発表、説明などを通して評

価する。 

評価テストを活用して、学習内容の定着

を確認する。 

理科 
身近な生物や自然について意欲的に観察

したり、調べたりしている。 

① 器具を正しく用いて、観察・実験に取

り組むこと。 

② 違いや共通点に気付き、問題点を見付

けること。 

① 器具を用いた活動を増やし、器具の操作に慣れるよ

うにする。 

② 導入で２つの事象を見せ、比べることで問題を見出

せるようにする。 

授業中の発表、ノートや観察カードでの

表現などを通して評価する。 

評価テストを活用して、学習内容の定着

を確認する。 

音楽科 
歌唱やリコーダーの演奏に意欲的に取り

組み、音楽に親しんでいる。演奏の技能

は個人差が大きい。 

①曲のよさや面白さを感じとり、表現を

工夫すること。 

②表現を工夫するために必要な、基本的

な技能を身に付けること。 

①曲との出会いを工夫する。どのように表現したいか考

えることができるようにするための発問を工夫する。 

②表現活動の時間、習熟のための練習時間を確保する。

個に応じた指導の充実を図る。 

活動の様子、発言内容、ワークシート、

演奏発表などを通して評価する。 

図画工作科 

表したいことを考えながら、色や形を工

夫して、表現することを楽しんでいる。

新しく学ぶ道具に関心を高くもってい

る。個人差が見られる。 

①感じたことや、想像したこと、見たこ

とから、表したいことを見付けて表す

こと。 

②材料や用具の扱いを身に付け、特徴を

生かし、表し方を工夫すること。 

①友達の完成した作品だけではなく、制作過程の作品を

提示し、活動の意欲につなげる。 

②材料や用具について正しい使い方や特徴を学習する

時間を設定し、繰り返し確かめる。学習補助員を活用

し個別指導を充実する。 

活動の様子・発言・作品などを通して評

価する。 

体育科 
運動への関心が高く、課題解決に向けて

意欲的に取り組んでいる。 

①運動技能を高めるための方法を個人で

考えること。 

①活動内容や場の工夫し、個別に技能を習熟できるようにす

る時間を確保したり、教え合いや共有の場を設けたりして、

友達と協力して技能を向上できるようにする。 

運動の様子や発言、振り返りカードなど

を通して評価する。 

外国語活動 
外国語の授業を楽しみにしている児童が

多い。アクティビティやチャンツを通し

て、外国語で伝えることを楽しんでいる。 

①アクティビティの時間にフレーズが出

てこないこと。 

①簡単なフレーズを繰り返しできるようにするなど、全

員が発音できる機会を多く設ける。 

活動の様子、振り返りカードなどを通し

て評価する。 



道徳科 

登場人物の気持ちに共感することで、道

徳的心情・態度を養っている。展開後段

の自分のこととなると自分の考えをもつ

ことに課題がある。 

①内容項目の理解を通して、人間理解、

他者理解をできるようにすること。 

②自己の生き方について考えることがで

きるようにすること。 

①内容項目の意義及びその大切さの理解を基に、物事を

多面的･多角的に考えることができるようにする。 

②学級全体での「考え・議論する道徳となるよう」話合

い活動の充実を図る。自己の生き方の課題を見付け、

解決しようとする思いや願いを深める。 

自分の考えやその変容などを、ワークシ

ートの記述や発表の内容などを通して評

価する。 

 
  



令和７年度 授業改善推進プラン 第４学年                                        小平市立上宿小学校 

各教科 児童の実態 課題（児童に身に付けさせたい力） 改善案（具体的な手立て） 評価の方法 

国語科 

文章のおおまかな内容を捉えることがで

きるようになってきている。自分の考え

を、隣同士、少人数グループ、クラス全

体と形態を変えながら活動している。 

①目的を意識し、相手に伝わるように自

分の考えを理由や事例を挙げて全体の

前で表現すること。 

②文章構成を考えながら段落相互の関係

を意識して書くこと。 

③漢字を正しく読み書きすること。 

①書き方のモデルを提示し、グループや学級全体で調

べたことを話したり聞いたりする活動を設定する。 

②相手や目的を意識して、集めた材料を比較・分類す

る。文章構成を考えると共に表現を工夫し書き表す

学習過程を設定する。 

③漢字の意味や熟語にも触れながら学習する。 

ねらいに照らし合わせて自己評価させた

り、ノート等の記述を基に友達同士で評

価させたり、指導者が評価して変容を認

めたりする。 

社会科 

単元ごとに課題をつかみ、学習計画を立

て、調べることに関心をもって取り組ん

でいる。 

①課題に対して、適切な資料や方法を選

んで調べること。 

②必要な情報を精選し、学んだことを表

現すること。 

①どのように資料や学習者用端末を活用すると効果的

か、適切な資料の選び方を提示する。 
②授業の中で、問いに関連するキーワードや文章に線を

引き、それを基にしてまとめる活動を繰り返す。 

発表やノートなどの記述から気付きや分

かったことを評価する。小単元の終わり

に、「問い」についてまとめた「自分の

考え」などを通して評価する。 

算数科 

基礎コースでは、学習内容の確実な習熟

を目指し、教科書の例題や類題に取り組

んでいる。発展コースでは、より多くの

練習問題を解いて習熟を図るとともに、

交流の場で自分の考えを発信することに

取り組んでいる。デジタルドリルで毎時

間、既習事項の復習を行っている。 

①簡単な絵や図、式に表して、自力解決

すること。他者に自分の解決方法を説

明すること。 

②既習事項の習得を図ること。 

③基礎・基本が確実に定着すること。 

①絵や線分図に表して考える方法（手だて）を具体的

に例示し、指導する。解決の見通しを共有させ、習

得した手だてを活用することができるようにする。 

②習熟の時間を確保し練習問題に多く取り組ませる。 

③デジタルドリルを活用し、基礎・基本の定着を図る。 

活用した手だてや答えを導き出すまでの

一人一人の考え、用語や用具の使い方

を、ノート記述や発表、説明などを通し

て評価する。 

評価テストを活用して、学習内容の定着

を確認する。 

理科 
観察・実験に対して意欲的である。自分

なりに予想を立てることができる。 

①生活の体験などと関連付けて、自分な

りの予想を立てること。 

②観察や実験の結果と関連付けて考え、

結論に結び付けること。 

①自分の経験と関連付けて予想することの例を挙げ、

毎時間繰り返す。 

②結果から言えることを自分の言葉で考察として表現

することを学習過程に位置付ける。 

発表やノートの記述、気付きや疑問、ま

とめ方などを通して評価する。 

音楽科 

歌唱や、器楽の演奏を通して、表現の仕

方に興味をもって取り組んでいる。 

①一人一人が感じた楽曲の特徴や演奏の

よさに気付き、友達のアイディアのよ

さを認めること。 

②楽曲から聴き取ったことや感じ取った

ことを言葉などで表すこと。 

①一人一人が感じた楽曲の特徴や演奏のよさを言葉や

音で伝え合い、考えを広げたり、友達のアイディア

のよさを認めたりする場面を多く設定する。 

②言葉で表すためのヒントの提示や、ワークシートの

工夫をする。 

活動の様子、発言内容、ワークシート、

演奏発表などを通して評価する。 

図画工作科 

友達と関わりながら造形活動に取り組ん

でいる。発想することを楽しみながら、

作品をつくっているが、個人差がある。

新しく学ぶ道具に関心を高くもってい

る。 

①つくりたいものを思い描いてイメージ 

を広げること。 

②表したいことに合わせて材料や用具の

特徴を生かし、表し方を工夫するこ

と。 

①友達の完成作品や制作過程の作品を提示する。ICT

を活用して制作方法や他校の作品例も提示して、活

動の意欲につなげる。 

②材料や用具について、正しい使い方や特徴を学習す

る時間を設定する。用具の正しい使い方に慣れるよ

うに復習をする。 

活動の様子・発言・作品・などを通して

評価する。 

体育科 

意欲的な活動が見られる。教え合いや協

力をしながら学習している。 

①技能を向上できるようにするための方

法を考える力を身に付けること。 

①小グループでの学習の機会を作り、学び合い、教え

合いの場を作るなどして意図的に思考することがで

きるようにする場面を設定する。また、練習方法の

提示をして、その中から個人やチームで選択した

り、工夫したりできるようにする。 

技能の評価だけでなく、発言や学習カー

ドを使った振り返りなどを通して評価す

る。 

外国語活動 
アクティビティやゲームを通して、外国

語を活用したコミュニケーションを楽し

んでいる。 

①言語や文化について理解を深め、日本

語と外国語の音声の違いに気付くとと

もに外国語の音声や基本的な表現に慣

れ親しむこと。 

①教師が積極的に、外国語で話しかけ、外国語を話し

やすい雰囲気を作る。日本語との違いを伝えながら

関心を高める。 

活動の様子、振り返りカードなどを通し

て評価する。 

道徳 

登場人物の気持ちに共感させ、心情・態

度を養っている。自分の経験を振り返り

友達と考えを交流することによって、多

面的な見方をしようとしている。 

①内容項目の理解を通して、人間理解、

他者理解をできるようにすること。 

②自己の生き方について考えることがで

きるようにすること。 

①内容項目の意義及びその大切さの理解を基に、物事を

多面的･多角的に考えることができるようにする。 

②学級全体での「考え・議論する道徳となるよう」話

合い活動の充実を図る。自己の生き方の課題を見付

け、解決しようとする思いや願いを深める。 

自分の考えやその変容などを、ワークシ

ートの記述や発表の内容などを通して評

価する。 



令和７年度 授業改善推進プラン 第５学年                                        小平市立上宿小学校 

各教科 児童の実態 課題（児童に身に付けさせたい力） 改善案（具体的な手立て） 評価の方法 

国語科 

少人数グループ、クラス全体と形態をそ

れぞれ変えながら自分の考えを表現して

いる。物語・説明文では、疑問をみんな

で出し合い、話し合いながら読みを深め

ていくことができる。 

① 相手の意図を考えて聞くことや、目的

を意識して話をすること。 

② 文章構成を考えながら、適切な言葉を

使ったり、事実と感想、意見とを区別

したりして文章を書くこと。 

③ 文脈に合った漢字を判断して書くこ

と。 

① 日常の言語活動につながるような聞くこと・話すこ

との場を意図的に設定する。 

② 自分の考えを伝えるために、文章の構成を考えると

ともに事実と感想、意見とを区別して文章を書く学

習活動を多く設定する。 

③ 日常的に自分で文や文章を書く活動を多く設定し、

適切な漢字を判断する機会を増やす。 

文章構成を考えながら、段落を正しく設

定して文章を書くことができているかな

どを通して評価する。 

社会科 

学習内容に対する疑問点を挙げて、そこか

ら課題を設定し、意欲的に学ぼうとする。

作った課題について、学習者用端末を活用

し、調べることができる。 

① 自分で「問い」をもって追究すること。 

② 都道府県や国土、世界地図の見方、位置

の理解や写真・図・グラフなど資料を読

み取ること。 

①自分の考えをノートに書かせ、「問い」の解決に迫れ

るような学習活動を設定する。 

②１時間の授業の中で、地図や資料から読み取る機会を

設定し、どんなことが分かったのかを話し合うことを

繰り返し、定着を図る。 

発表やノートの記述から気付きや分かっ

たこと、小単元の終わりには設定した課

題についての自分が考えたまとめなどを

通して評価する。 

算数科 

補充コースでは、習熟状況に合わせて前

学年の学び直しに取り組んでいる。 

基本コースでは、学習内容を確実に習熟

できるよう、教科書の例題類題に取り組

んでいる。 

発展コースでは、応用的な問題演習を通

して互いの考えを共有できるよう、取り

組んでいる。 

①問題を正確に把握して立式すること。 

②小数の乗法・除法の計算が確実にでき 

ること。 

③基準量や比較量、倍を求めたり、割合

で比較したりすること。 

①問題を図や数直線を用いたり、求める数量を□で表現 

したりすることを指導する。 

②朝学習を活用して、十分な演習量を確保する。 

③図や数直線で表しながら、何が基準量になっているの

かを考えられるように指導する。 

活用した手だてや答えを導き出すまでの

一人一人の考え、他者の解法への気付き、

ノート記述や発表などを通して評価す

る。 

評価テストを活用して、学習内容の定着

を確認する。 

理科 

観察・実験に対して意欲的であり、実験

方法や手順について理解している。問題

に対しての予想を立てることができる。 

①何のために観察や実験を行うのかを理

解した上で観察・実験を行う。 

②観察・実験の結果を正確に記録し、そ

れを基に考察し、表現すること。 

①何のために観察や実験を行うのか確認し、記録すべき

ことを明確にした上で観察・実験を行う。 

②考察を行う前に観察・実験の結果を共有し、一人一人

が結論を考察できるようにする。 

仮説に対する自分の考察、友達の発表や

ノートの記述、気付きや疑問、まとめ方

などを通して評価する。 

音楽科 

友達と音を合わせる楽しさを感じなが

ら、二部合唱やリコーダーの二重奏、器

楽合奏に取り組んでいる。弦楽器につい

て理解を深め、鑑賞活動をしている。 

①友達と協働しながら、よりよい演奏を

目指して表現を工夫すること。 

②楽曲から感じ取ったことを言葉で表

し、友達と共有していくこと。 

①個人練習、パート練習、全体練習などの学習形態を工

夫し、意見を交わしながら演奏表現を深めていけるよ

うにする。 

②言葉で表すためのヒントの提示や、ワークシートの工 

夫をする。ICT を活用して全体に共有する。 

活動の様子、発言内容、ワークシート、

演奏発表などを通して評価する。 

図画工作科 

楽しみながら造形活動に取り組んでい

る。自分や友達の作品について、よさや

面白さを感じ取っている。 

①自分の思いをもち、探究しながらつく

ること。 

②材料や用具の特徴や既習事項を生か

し、形や色の工夫をしてつくること。 

①友人と考えを交流し、自分の考えを広げたり、深めた

りする。ICT を活用して制作方法や他校の作品例も提

示して、活動の意欲につなげる。自信がもてるよう、

個別の声かけを工夫する。 
②作りたい物に合わせた道具や材料の使い方を繰り返

し伝え、定着を図る。 

活動の様子・発言・作品・ワークシート

などを通して評価する。 

体育科 

体を動かすことが好きな児童が多く、積

極的に学習に取り組んでいる。ボール運

動領域では、互いに教え合い取り組むこ

とができている。 

① 自分たちの課題に合った練習の方法な

どを考え、工夫すること。 

② 自分の苦手な運動領域で運動のコツを

見付け、積極的に取り組むこと。 

①練習方法を提示して、その中から個人やチームで選択

したり、工夫したりできるようにする。 

②自分の課題に合った練習の場の設定や、学習者用端末

などを活用した少人数での学習、児童同士の教え合い

の機会を意図的に作る。 

運動技能の評価だけでなく、学習カード

を使った振り返りや、授業中の発言など

を通して評価する。 

家庭科 
裁縫や調理実習に対して大変意欲的で、

興味関心をもって取り組んでいる。 

①裁縫道具の取り扱いや調理実習の仕方

など、手先を使って作業したり、自分

や友達のよさを理解して生活に生かし

たりすること。 

①学習や作業を通して、友達の工夫やよさに気付き、す

すんで自分にも取り入れることができるようにする。

また、学習者用端末などを活用し、グループ内で教え

合う環境を設定する。 

計画や実習、振り返りカードで、グルー

プでの学びなどを通して評価する。 



外国語 

語句や基本的表現を理解し、自分の思い

や考えを表現しようとしている。 

① 目的や場面、状況に応じて身近で簡単

な事柄について主体的にコミュニケ

ーションを図ること。 

② 外国語の音声や文字、語彙、表現、文

構造、言語の働きなどについて日本語

と外国語の違いに気付き、これらの知

識を理解すること。 

① 既習事項を生かすとともに、興味・関心のある身近

な事物を題材として扱い、コミュニケーションを図

る。 

② 児童一人一人の課題を把握することで、適切な課題

提示や声掛けをしていく。 

活動の様子、発表、ワークシートなどを

通して評価する。 

道徳科 

登場人物の気持ちを考え、話し合うこと

を通して、道徳的価値を理解し、自分の

今までの経験と照らし合わせて考えを深

めようとしている。 

①内容項目の理解を通して、人間理解、

他者理解をできるようにすること。 

②自己の生き方について考えることがで

きるようにすること。 

①内容項目の意義及びその大切さの理解を基に、物事を

多面的･多角的に考えることができるようにする。 

②学級全体での「考え・議論する道徳となるよう」話合

い活動の充実を図る。自己の生き方の課題を見付け、

解決しようとする思いや願いを深める。 

自分の考えやその変容などを、ワークシ

ートの記述や発表の内容などを通して評

価する。 

 
  



令和７年度 授業改善推進プラン 第６学年                                        小平市立上宿小学校 

各教科 児童の実態 課題（児童に身に付けさせたい力） 改善案（具体的な手立て） 評価の方法 

国語科 

自分の考えをしっかりともった状態で、

少人数グループでは話合いができる。読

書活動にも積極的に取り組んでいる。 

④ 話し手の目的や自分が聞こうとする意図

に応じて、話の内容を捉え、考えを比較し

ながら自分の考えをまとめること。 

⑤ 文章構成を考えながら、適切な言葉を使

ったり、事実と感想、意見とを区別した

り、図表やグラフを用いたりして文章を

書くこと。 

③文脈に合った漢字を判断して書くこと。 

④ 考えを比較できるような内容で話すこと・聞くこ

との学習となる場を意図的に設定する。 

⑤ 自分の考えを伝えるために、文章の構成を考え、

事実と感想や意見とを区別した文章、図表やグラ

フを用いた文章を書く学習活動を多く設定する。 

③日常的に自分で文や文章を書く活動を多く設定

し、適切な漢字を判断する機会を増やす。 

自己評価や友達による他者評価を繰り返

しながら、客観的に自分の表現を分析す

る。その振り返りを評価する。 

社会科 

社会的・歴史的事象に興味をもって、学

習に臨むことができている。 

毎時間、課題に対しての自分の考えを、

意欲的にノートに書いている。 

①資料を読み取る際に、社会的背景や既習

事項と関連付けて予想や考察をするこ

と。 

②調べたり、読み取ったりした情報を、項

目ごとに分類し整理すること。 

①授業の導入で、歴史的背景を常に振り返り、時代

の流れや既習事項を確認した上で学習に臨めるよ

うにする。 

②図解化により単元をまとめ、出来事や人物の関連

性を適切に整理できる力を付ける。 

課題に対する発言やノートへの記述を基

に様々な情報を関連付けて考えられてい

るか、単元のまとめの段階で学習事項を

理解し適切に整理できているかなどを通

して評価する。 

算数科 

学習内容の確実な習熟を目指し、教科書

の例題や類題に取り組んでいる。より多

くの練習問題を解いて習熟を図るととも

に、交流の場で互いの考えを共有できる

よう取り組んでいる。 

①問題に対して既習の内容を使ったり、図

や式に表したりして、自力解決するこ

と。 

②基礎基本の確実に身に付けること。（特

に通分・約分と分数の乗除） 

①問題場面を適切な図や数直線で表すこと、求める

数量をｘやｙとして立式することを、解決の手だ

ての一つとする。解決の見通しを学習者用端末で

共有し、習得した手だてを活用することができる

ようにする。 

②習熟の時間やデジタルドリルを活用して反復的に

復習に取り組む場を設定する。 

活用した手だてや答えを導き出すまでの

一人一人の考え、他者の解法への気付

き、ノート記述や発表などを通して評価

する。 

評価テストやデジタルドリルの学習状況

を基に、学習内容の定着を確認する。 

理科 

観察・実験などの体験的な学習と映像な

どの教材を用いた学習に特に関心が高

い。 

①既習事項や自分の経験を基に、問題の予

想をたてること。 

②実験・観察の結果や考察・仮説を基に、

妥当な考えを作り出すことができるよう

にすること。 

①既習事項を振り返ったり、自分たちの経験を共有

したりする時間を設け、予想を立てやすいように

する。 

②問題→予想（仮説）→実験→結果→考察→結論の

流れを繰り返し行い、定着を図る。考察で考える

観点を示す。 

ノートの記述や発表内容などを通して、

問題に対する予想や、実験結果に関する

考えをもつ思考力・判断力・表現力が養

われているか評価する。 

音楽科 

友達と合わせることの喜びを感じなが

ら、二部合唱を楽しんでいる。楽器の奏

法に興味をもち、音の重なりを確認しな

がら、器楽合奏に取り組んでいる。オー

ケストラについて理解を深め、鑑賞活動

をしている。 

①思いや意図をもって表現するなど創造的

に音楽に関わること。 

②友達と協働しながら、よりよい演奏を目

指して表現を工夫すること。 

①一人一人が感じた楽曲の特徴や演奏のよさを伝え

合い、共有したことを演奏して試すようにする。 

②個人練習、パート練習、全体練習などの学習形態

を工夫し、意見を交わしながら演奏表現を深めて

いけるようにする。 

活動の様子、発言内容、ワークシート、

演奏発表などを通して評価する。 

図画工作科 

自分や友達の作品について、よさや面白

さを感じ取っている。ねばり強く取り組

むことに課題が見られる場面がある。 

①自分の思いをもち、探究心をもって表す

こと。 

②つくりたいものに合わせて道具や材料を

生かしてつくること。 

①友達と意見を交流して自分の考えを広げたり深め

たりできるようにする。友人の制作過程の作品を

鑑賞したり、ICT を活用して制作方法や他校の作

品例を提示したりして、発想、構想の意欲につな

げる。題材によっては、自分の思いや計画をアイ

ディアスケッチで検討する。また、児童の実態や

思いに合った題材を設定する。 

②既習事項を活用し、確かめながら活動に取り組む。 

活動の様子・発言・作品・ワークシート

などを通して評価する。 

体育科 

一人一人の課題と目標を決めて、意欲的

に体を動かしている。 

教え合いながら、運動に取り組んでい

る。 

運動を日常的に行い、体力を高めること。 

自分やチームの目標を達成するために、粘

り強く運動に取り組むこと。 

体力テストの結果も参考にして、個々の課題を明確

にして、意識的に課題解決のために必要な力とその

鍛え方を授業の中で照らして例示する。 

毎時間チームや全体での話合いの場面を意図的に設

け、目標を明確にして困っていることを明確にして

話し合わせる。振り返りから取り組み方を考え活動

するよう指導する。 

体力の向上に向けた取組態度と意欲、学

習カードや授業中の発言などを通して評

価する。 



家庭科 
学習に対して興味・関心をもって取り組

んでいる。調理実習については大変意欲

的である。 

①裁縫道具の取り扱いや調理実習の仕方な

ど、手先を使って作業したり、自分や友

達のよさを理解して生活に生かしたりす

ること。 

①学習や作業を通して、友達の工夫やよさに気付

き、すすんで自分にも取り入れることができるよ

うにする。また、学習者用端末などを活用し、グ

ループ内で教え合う環境を設定する。 

計画や実習での作品、振り返りカードな

どを通して評価する。 

外国語 

語句や基本的表現を理解し、自分の思い

や考えを表現しようとしている。 

①目的や場面、状況に応じて身近で簡単な

事柄について主体的にコミュニケーショ

ンを図ること。 
②外国語の音声や文字、語彙、表現、文構造、

言語の働きなどについて日本語と外国語

の違いに気付き、これらの知識を理解す

ること。 

①中学年での既習事項を生かすとともに、興味・関心

のある身近なものを題材として扱い、コミュニケ

ーションを図る。 
②児童一人一人の課題を把握することで、適切な課

題提示や声掛けをしていく。 

活動の様子、発表、ワークシートなどを

通して、評価する。 

道徳科 

登場人物の気持ちを考え、話し合うこと

を通して、道徳的心情・態度、実践力を

養っている。 

①内容項目の理解を通して、人間理解、他

者理解をできるようにすること。 

②自己の生き方について考えることができ

るようにすること。 

①内容項目の意義及びその大切さの理解を基に、物

事を多面的･多角的に考えることができるように

する。 

②学級全体での「考え・議論する道徳となるよう」

話合い活動の充実を図る。自己の生き方の課題を

見付け、解決しようとする思いや願いを深める。 

自分の考えやその変容などを、ワークシ

ートの記述や発表の内容などを通して評

価する。 

 


